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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「アオラキ／マウント・クック国立公園」

アオラキ／マウント・クック国立公園は，1990年に近隣の国立公園などとともに世界
自然遺産に登録された．約 700km2の広さを持ち，総面積の 40％が氷河に覆われている．
中でもニュージーランド最高峰として有名な 3 754mのクック山（中央）の東側に位置
するタスマン氷河は，全長 29kmにもおよぶ温帯地方で最大の氷河として有名である．
手前のプカキ湖は氷河湖（氷河の後退により溶けた水が氷河末端の堆石にせき止められ

て溜まることにより形成される湖）で，タスマン氷河を経て供給される水は，氷河から

の極度に細かく砕かれた岩粉によって驚くほど美しい青色を呈している．なお，クック

山の麓には村が広がるが，観光関係者のみ住むことが政府より許可されている．美しい

自然を守り，新しい世代へ受け継ぐためである．

環境への負荷を極力少なくする技術開発は，この自然の造形美を永遠に守ることにつ

ながる．

自動車関連技術特集号
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創造力豊かな技術開発は、地球の大切な自然環境を守る。

Photo by AFLO

東北を襲った震災の被害は大きく，特に震災後
の電力問題は，私たちの生活や企業活動にも多
大な影響がありました．電力問題に限らず，見逃
してきた課題が一挙にあらわになるきっかけが，
今回の震災でした．製造業の技術に携わる私たち
としても，今後を模索するときにあります．
原子力発電の安全神話の崩壊は，私たち技術者
へのおごりを正せとのメッセージなのかもしれ
ません．安全に絶対はないことを痛感するととも
に，社会に貢献する企業のあり方を見つめ直すき
っかけとすべきでしょう．
震災は痛ましい悲劇ではありましたが，その悲
劇と向き合うことで，学びを得なくてはなりま
せん．試練を乗り越え明日を拓く皆様にとって，
ジェイテクトエンジニアリングジャーナルがそ
の一助になればと思います． （齊藤 利）

編集委員を担当し，原稿を読み始め，語句は最
適か，文体の整合性，グラフの改善余地はないか
など……いろいろなデータベースを検索．そこで
他の知識までを体得してしまい……気付けば想
定外で勉強になっていました．
また，校正しながら筆者の地道な解析や考察の

積み重ねが，大きな課題を克服していくことを一
層実感することができ，良い経験をさせて頂けた
と思います．
会社を取り巻く環境は日々変化していますが，
この変化に乗り遅れず，画期的な新製品につなが
る研究開発が進められるべく，その発表の場であ
るジェイテクトエンジニアリングジャーナルが
ますます充実するよう，尽力いたします． （椎名）

入社以来，自動車用軸受関連の仕事に携わって
22 年になります．将来モビリティ分野では，自
動車のEV化が加速することが予想されます．そ
のため，極論するとこれまで生産してきたエン
ジン用あるいは駆動用の軸受がなくなることに
なり，新しい分野の開拓が必要となってきます．
これは逆にとらえると異なる分野の融合（たと
えば，電機とメカの融合）や周辺部品との融合な
ど自動車総合部品メーカへ進化していくチャン
スでもあります．この進化に合わせて世のため，
人のためになりえる新しい技術を，ジェイテクト
エンジニアリングジャーナルを通して発信して
いきたいと思います． （岩本）

編集後記
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